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１月２３日に看護医療・健康類型の集
大成となる「探究応用」生徒発表会を
行いました。以下は各班の生徒の感想
です。 

【看取り班】 

看取り班として最後の活動である劇は、今
まで経験してきたどのイベントよりもしん
どかったです。これまでのイベントは、や
りたい人がやる自主性でしたが、今回は皆
で協力して1から作り上げなければなりま
せんでした。私は劇のリーダーになってい
たので、シナリオ作りから関わっていまし
た。そして、劇を練習する日程決め、衣装
や大道具などの大まかな管理も行っていま
した。本番までの時間も少なく、看取り班
は部活動に所属している人が多かったので
予定を組むのにも不安が沢山ありました。
1人ではうまく回せないので、平等に皆に
役割を振るように努力しました。私はこれ
まで2回リーダーをした事があるので、皆
の得意苦手を少しは把握しているつもりで
す。だから、この人ならこの役割が出来る
だろうとその人に合った頼み事をするよう
にしました。しかし、頼んでも嫌な顔をさ
れる事も多くありました。また、任せた役
割がうまくいかず他の人から私にどうする
んだと言い寄られることも多かったです。
それが全て責められているように感じるよ
うになり、最後まで責任者として務めるこ
とが出来ませんでした。その時は申し訳な
いという気持ちより、もう辞めたいという
気持ちが大きかったです。私がリーダーと

して動けなくなっても、直ぐに看取り班
の副リーダーが皆を仕切ってくれて助かり
ました。本当に感謝しています。そのお
かげで本番は練習してきた成果を発揮で
き、成功できました。今でもこの劇の事
を思い出すと苦しくなりますが、看取り
班として最後まで活動できて良かったで
す。 

今回、看取り班で劇をしてみて苦労した
こともたくさんあったけど、発表が終
わった後の達成感がすごく、みんなで頑
張って良かったなと思いました。 
最初は、緊張して台詞が飛ばないかと非
常に不安でした。しかし、1回セリフを言
うとその後の出番はあまり緊張せずに出
ることができました。他のみんなも練習
以上の演技ができていて今までで1番すば
らしい劇になったと思います。 
劇をしながら自分自身もACPについて学
べる良い機会になりました。 

【防災班】 

今回の劇では、まずシナリオ作りに時間が
かかりました。誰が作るのかとかどんな設
定にするのか、など様々なことを班のメン
バーと話し合いました。結果、朗読劇に
なった時は正直、悔しかったです。しか
し、練習を重ねるうちにすごく良い感じに
できあがったのでよかったです。当日も照
明や立ち位置や音響の調節が上手くいかな
い部分がありましたが、なんとか皆で協力 

  Laughter is the best medicine 
~笑いは最善の薬～



兵庫県立尼崎小田高等学校 
看護医療類型通信

 2021/4/ 1 No3

して本番はすごく良いパフォーマンスがで
きたと思っています。皆で協力して何かを
成し遂げた時の達成感は忘れられないもの
になりました。 

探究応用発表に向けて、私たちは劇のシナ
リオ作りをしました。話し合いのなかで、
みんなの意見を取り入れたいと思いすぎ
て、部活などで忙しくて話し合いや、映画
を見ることができなかったり仲間にも意見
を求めてしまったり、何人かの子に負担が
多くかかってしまい、上手く分担させるこ
とができなかったのが反省です。しかし、
自分たちが考えた内容が入ったものを演じ
るというとても良い経験ができました。本
番は、1番よかったと思います。緊張はし
ましたが、少しでも私たちの伝えたいこと
が見た方に届いていれば良いなと思いまし
た。 

【子ども班】 

今回の類型発表会は個人的にはとても成長
できたと思います。私は覚えるがの苦手
で、前日の練習でも詰まってしまい、とて
も不安でした。しかし、何度も何度も音読
して練習したので無事に報告することが出
来ました。多くの友達がゆっくり読むとい
うことや落ち着けば行けるというアドバイ
スや励ましが私にとって、とても心強かっ
たです。本番が終わると色んな人から褒め
て貰えたので大変だったけど頑張って良
かったと思えました。 

今回、類型の集大成となる類型発表会を
行って、さらに仲間との絆が深まったよう
に思います。去年、先輩方の発表を見たと
きはすごく堂々としていてかっこいいと
思っていました。その一方私にあんな風に
できるのかも不安に思っていました。この
一年間、子ども班として学んできて、私が
行ってきた活動に対しての熱意を誰かに伝
えたいという気持ちが出てきました。だか
ら今回の発表を行うのが楽しみになってき
ました。 
私は練習の時から早口になると班全員から
指摘をもらいました。しかし、気をつけて
いてもなかなか治らず、何人かの仲間が幕
から「ゆっくり」という声かけをしてくれ
ることでかなり早口にならずに発表する事
ができました。この発表が成功したのは、
私を支えてくれた仲間のおかげだと思いま
す。また、子ども班は意見の対立がありま
したが最後はまとまって行うことができて
本当によかったし、成功してよかったと思
いました。

今回の発表で大勢の方に見てもらうことで
私たちの行ってきたことを知ってもらう機
会になり、生徒同士で質問をしあったり、
外部の方に質問をしていただくことで見落
とし部分やわかりやすい説明にするにはな
どの工夫を行うことができました。 

当日の発表動画はYouTubeに上がっている
ので興味のある方はぜひご覧ください！
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